
令和元年度 第 7回三和区地域協議会次第 
 

                                                 日時：令和 2年 1月 16日（木） 

午後 6時 30分から 

場所：三和コミュニティプラザ 

2階 会議室 1 

 

１ 開  会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 報告事項 

（１）越柳地区研修センターの廃止について          資料№1 

（２）三和北部地区農業振興センターの廃止について      資料№2 

（３）水源保護地域の一部解除について            資料№3 

（４）公立保育園の民間移管について             資料№4 

（５）総合事務所の時間外受付の見直し概要等について     資料№5 

 

４ 議  題 

（１）令和 2年度地域活動支援事業の採択方針について     資料№6 

 

（２）地域の課題について                   資料№7 

 

（３）地域協議会活動報告会について                           資料№8 

 

（４）その他 

  ・公共交通の三和区再編（案）について                 資料№9 

  ・公の施設の再配置計画（個別施設計画）策定に係る           資料№10 

取組状況について 

 

５ その他 

 

 

６ 閉  会 



越柳地区研修センターの譲渡について 

○市の対応方針 

・本施設は、地元関係団体による利用が主であることから、令和元年度末に用途廃止し、越柳町内

会に無償譲渡する。 

（用途廃止の理由） 

 本施設は、平成 20年 3月の設置以来、地域農業の振興と地域社会の発展を目的として、地元

町内会及び地域団体の会議や研修の集会施設として活用されてきた。これまでに、農村地域社

会の発展に寄与してきたこと、地元関係団体による利用が主であることから、用途廃止し、地元

町内会に無償譲渡する。 

 

１ 施設の概要 

  ・所在地 ：上越市三和区越柳 1429 

・設置年月：平成 20年 3月 

・構 造 等：木造１階建 82.81㎡ 会議室、多目的室 

・建設費用：17,000千円 

・耐用年数：24年（経過年数 11年） 

・管理方法：上越柳町内会に指定管理を委託（0円委託 Ｈ31年度～Ｈ35年度） 

 

２ 施設の利用状況 

・年度別利用実績                              

区  分 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 

利用人数（人） 333 247 207 

  ・利用団体 

   主に越柳地区町内会関係の団体が使用している。 

 

３ 越柳町内会との協議経過等 

【平成 25年度】 

・ 12月：町内会と意見交換：市から、基本的な考え方及び地元負担経費について説明。 

・ 1月：町内会から「譲渡を受ける」との回答を得る。（書面なし） 

【平成 26年度】 

 ・ 7 月 ：町内会への説明会。譲渡後の維持管理費への不安が出されたが、反対意見はなく、

譲渡について承諾書を得る。なお、H26.4東北経済産業局へ照会の結果、設置後 10年経過

の場合は交付金返還を伴わない財産処分ができる可能性があることが確認できたので、10

年経過時点で改めて譲渡の説明をさせてもらうことで了承を得る。 

【平成 30年度】 

・ 3 月：設置後 10 年経過し、H31.3 東北経済産業局から交付金返還免除の内諾を受けたこと

から、町内会へ改めて譲渡について説明。地元から、譲渡後すぐに大規模修繕が生じては

困る、必要な修繕を行ってほしいとの要望。 

 【令和元年度】 

・ 6月：町内会役員と協議。修繕については、譲渡後に三和区農村地区多目的集会所等修繕

費補助金で実施することで理解を得た。 

・ 7月：町内会役員と施設の破損状況確認。修繕の要望箇所について、関係課で協議すると

回答 

 

 

 

 

【参考】施設平面図 

 
 

 

 

 

多目的室 

会議室 

ホール 

玄関 



三和北部地区農業振興センターの譲渡について 

○市の対応方針 

・本施設は、地元関係団体による利用が主であることから、令和元年度末に用途廃止し、越柳町内

会に無償譲渡する。 

（用途廃止の理由） 

 本施設は、平成 20 年 12 月の設置以来、地域農業の振興と地域社会の発展を目的として、地

元町内会及び地域団体の会議や研修の集会施設として活用されてきた。これまでに、農村地域

社会の発展に寄与してきたこと、地元関係団体による利用が主であることから、用途廃止し、地

元町内会に無償譲渡する。 

 

１ 施設の概要 

  ・所在地 ：上越市三和区越柳 1825-1 

・設置年月：平成 20年 12月 

・構 造 等：木造１階建 114.28㎡ 会議室、多目的室 

・建設費用：23,820千円 

・耐用年数：24年（経過年数 11年） 

・管理方法：北部地区農業振興センター協議会に指定管理を委託（0 円委託 Ｈ31 年度～Ｈ35

年度） 

 

２ 施設の利用状況 

・年度別利用実績                              

区  分 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 

利用人数（人） 273 294 277 

  ・利用団体 

   主に越柳地区町内会関係の団体が使用している。 

 

３ 越柳町内会との協議経過等 

【平成 25年度】 

・ 12月：町内会と意見交換：市から、基本的な考え方及び地元負担経費について説明。 

・ 1月：町内会から「譲渡を受ける」との回答を得る。（書面なし） 

【平成 26年度】 

 ・ 7月：町内会への説明会。譲渡後の維持管理費への不安が出されたが、反対意見はなく、譲

渡について承諾書を得る。なお、H26.4東北経済産業局へ照会の結果、設置後 10年経過の

場合は交付金返還を伴わない財産処分ができる可能性があることが確認できたので、10年

経過時点で改めて譲渡の説明をさせてもらうことで了承を得る。 

【平成 30年度】 

・ 3 月：設置後 10 年経過し、H31.3 東北経済産業局から交付金返還免除の内諾を受けたこと

から、町内会へ改めて譲渡について説明。地元から、譲渡後すぐに大規模修繕が生じては

困る、必要な修繕を行ってほしいとの要望。 

 【令和元年度】 

・ 6月：町内会役員と協議。修繕については、譲渡後に三和区農村地区多目的集会所等修繕

費補助金で実施することで理解を得た。 

・ 7月：町内会役員と施設の破損状況確認。修繕の要望箇所について、関係課で協議すると

回答 

 

 

【参考】施設平面図 

 

 

 

 

 

多目的室 

会議室 

ホール 玄関 



 

水道水源保護地域の指定解除について 

 
上越市ガス水道局 

 

当市では、水道用水源の汚濁を防止するため、上越市水道水源保護条例に基づき「水

道水源保護地域」を指定しています。 

このたび、令和元年 11 月末に三和区の多能浄水場の廃止に伴い、水源の利用がな

くなったことから、令和元年 12 月 18 日に水道水源保護審議会を開催し、多能ダム

集水区域及び周縁部の水源保護地域の指定解除について審議が行われ、審議の結果、

承認されました。これにより平成 19年 9月に指定した水道水源保護地域の指定を解

除しましたので報告します。 

 

1. 解除の理由 

三和区の多能浄水場は昭和 37年に完成し配水を開始したが、築造から 50年以上が

経過し施設の老朽化が進んだことから、今後の浄水場のあり方について検討を行っ

てきました。 

平成 17 年の市町村合併や平成 25 年の上越地域水道用水供給企業団の統合により、

全市の配水を一元的に管理・運用することが可能となり、年間を通じて安定した給

水が可能となっています。 

このため、令和元年 11 月には正善寺浄水場から配水するための配水管等の工事が

完了し、正善寺浄水場からの配水を開始するとともに、多能浄水場の運転を停止し

ました。 

これに伴い、多能浄水場水源の利用もなくなったことから、水道水源保護地域の指

定を解除したものです。 

 

2. 指定解除する水道水源保護地域（裏面「上越市水道水源保護地域指定図」参照） 

多能貯水池集水区域全域及び 200ｍの幅の周縁部 2.8㎢ 

・三和区 宮崎新田、大の一部 

 ・牧区  池舟、大月、川井沢の一部 

 

3. 指定解除日 

令和 2年 1月 10日 

令和２年１月 16 日 

三和区地域協議会資料 

資料№3 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地図の制作に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（空間データ基盤）及び基盤地図情報を使用した。（承認番号 平 26情使、第 204号 



 

公立保育園の民間移管について 
 

１ 移管先事業者の募集開始について 

⑴ 募集期間 

令和元年 12月 6日(金)から令和 2年 1月 31日(金)まで 

 

⑵ 応募資格 

次の①②などを全て
．．

満たす法人
．．

。 

① 保育園を運営するために必要な経営基盤及び社会的信望を有し、社会福祉事業に

熱意と識見を有する事業者で、上越市において引き続き 3年以上事業を運営してい

ること。（応募時点で保育園事業を運営していない法人も応募可能） 

② 本市の保育行政を理解し、これに積極的に協力する事業者であること。 

 

２ 令和 4年 4月に民間移管を予定する園（4園） 

 

 

 

 

 

３ 現在の状況及び今後の予定 

⑴ 現在の状況 

○ 「上越市立保育園の民間移管に関する事業者選定委員会」の審議を経て、募集要

項や審査基準を策定。 

○ 12月 6日(金)に移管先事業者の募集を開始。（1月 31日(金)締切） 

○ 募集開始については、12月 15日号の広報上越に記事を掲載したほか、昨年 4月

に実施した意向調査に協力いただいた法人に対して文書でお知らせした。 

○ 民間移管対象 4園の保護者に対して、現在の取組状況を 12月末に周知。 

 

⑵ 今後の予定 

年 度 月 内     容 

令和元年度 

1月 ① 移管先事業者の募集締切 

2月 

～3月 

② 選定委員会による審査・選定 

③ 移管先事業者の決定 

④ 関係者調整会議（保護者、事業者、市）の設置 

⑤ 移管先事業者の公表 

令和 2年度 通年 
① 移管先事業者との引継に向けた協議（～令和 3年度） 

② 民営化対象園の保護者等への説明（～令和 3年度） 

令和 3年度 通年 ① 移管先事業者との合同・引継保育の実施（1年間） 

令和 4年度 
4月 ① 民営化（4月 1日） 

12月 ② 民営化後のアンケート調査の実施（保護者向け） 

 

三和区地域協議会 報告資料 

健康福祉部保育課 

※定員及び入園児童数は

平成 31年 4月 1日現在 

園　名 定員 入園児童数
つちはし保育園 200人 191人
春日保育園 236人 231人

なおえつ保育園 200人 184人
さんわ保育園 200人 162人

資料№4 



 

裏面あり 

資料№5 

 

総合事務所の時間外受付の見直し概要等について 

上越市 自治・市民環境部 自治・地域振興課 

三和区総合事務所 

令和 2年 4月から、総合事務所の時間外受付の見直しを次のとおり予定

しています。 

 

１ 見直し概要について                           

（1）時間外受付を開設する総合事務所について 

○ 時間外受付（平日 17 時 15分から翌日 8 時 30分まで、及び土日・

祝日の全日）を開設する総合事務所は、浦川原区、柿崎区及び板倉

区とします。 

※ 10区（安塚区、大島区、牧区、大潟区、頸城区、吉川区、中郷区、

清里区、三和区及び名立区）の総合事務所では、時間外受付を開

設せず、当直（宿直・日直）を配置しないものとします。 

（２）時間外における戸籍届等の手続きについて 

○ 戸籍届等の手続きは、時間外受付を開設する 3か所の総合事務所又

は木田庁舎の時間外受付で、市民の皆さんがお住まいの区にかかわ

らず、これまでどおり手続きができます。 

（３）時間外における総合事務所宛ての電話について 

○ 時間外受付を開設しない総合事務所に電話をした場合、その電話は

時間外受付を開設する総合事務所又は木田庁舎に自動転送し、転送

先の当直が対応します。 

＜電話転送先＞ 

○安塚区及び大島区     ⇒ 浦川原区総合事務所に転送 

○大潟区及び吉川区     ⇒ 柿崎区総合事務所に転送 

○牧区、中郷区及び清里区  ⇒ 板倉区総合事務所に転送 

○頸城区、三和区及び名立区 ⇒ 木田庁舎に転送 

（４）時間外における防災行政無線の放送について 

○ 災害に関する避難情報の発令等については、職員がこれまでどおり

放送します。 

○ これまで職員の指示に基づき当直が対応してきた、もしくは登庁し

た職員が直接対応してきた火災や停電の発生、クマ目撃等について

は、当該情報の覚知後、登庁した職員が放送します。 

令和 2年 1月 16日（木） 

三和区地域協議会 

時間外受付説明会資料 



※ 消防団の出動については、これまでどおり、団員に電子メールで

出動命令が通知され、必要に応じて団員間で連絡を取りながら現

場に参集します。 

※ 災害や犯罪、交通事故等に関する情報については、市が情報を配

信する「安全メール」に登録することで、携帯電話やパソコンの

電子メールで受け取り、文字情報として確認いただけます。 

登録をご希望の方は、市のホームページ（トップページ中の「上

越市安全メールの登録方法」）や総合事務所の窓口での手続きをぜ

ひご検討ください。 

（参考）「安全メール」でお知らせする内容 

※配信を希望する情報を選ぶことができます。 

① 防犯情報（不審者情報・事件情報） 

② 防災情報（災害発生情報・避難関係情報・台風接近情報） 

③ 火災情報（火災発生情報・鎮火情報）（注）配信は昼夜不問 

④ 交通安全情報（交通事故発生情報・防止対策情報）  

⑤ その他（クマ、サルなどの出没情報、行方不明者情報等） 

 
（５）時間外における施設の防犯対策について 

○ 閉館（閉庁）後で職員等が不在の時間帯は、警備会社による機械警

備を行います。 
 
（参考）コミュニティプラザのご利用について 

○ コミュニティプラザは、これまでどおりの時間帯で、ご利用いただ

けます。（開館時間：午前 8時 30分から午後 10時まで） 

※ コミュニティプラザには、利用受付等を担う管理人を1人配置します。 

 

２  今後の主な予定について                           

令和 2年 1～2月 13区での住民説明会の開催 

機械警備導入に向けた契約事務 

3月 時間外受付の見直しに関する広報等でのお知らせ 

機械警備導入に向けた工事 

4月 1日～ 見直し後の体制での時間外受付を開始 

 



令和 2年度地域活動支援事業三和区採択方針検討資料                                                                      

項 目 令和元年度 昨年度協議内容 令和 2年度 考       察 

募集期間 4月 1日（月）から 4月 19日（金）（土、日曜日を除く） 
4週間との意見があったが事前相談や周

知もあるため、受付期間は 3週間とした。 
  

補助率 

限度額 

補助率 

・10/10以内 

※事業内容、審査の結果により補助金額の減額・調整を行う

場合がある。 

・同一団体の同一事業については、採択 3回目から 8/10以内 

 ※令和元年度事業からカウントする。 

同一団体の同一事業については、採択 3

回目から 8/10以内とすることを追加した。 
  

上 限 １５０万円    

下 限 1万円    

採 択 方 針 ６項目（別紙参照） 「人材養成・確保事業」を追加した。   

提案件数の制限 制限しない    

ヒアリング・ 

プレゼンテーション 

プレゼンテーションを含めたヒアリングを実施する。また、

必要に応じて現地確認を行うことができる。 
   

審査方法 

説明 
・ヒアリング時に提案者が説明 

・必要に応じて事務局の補足説明 
   

協議 委員全員による協議 

当日の欠席者の取り扱いについて協議

したが、委員の責任であるため、欠席した

場合は放棄したとみなし、途中での参加も

認めない。 

  

採点 採点票により委員個々に採点    

利 害 

関係者 

・提案団体の代表者が委員の場合、審査から除外する。 

・提案事業に関わっている場合は委員の自主判断とする。 
   

審査項目 

基本審査 

三和区の採択方針 

共通審査基準 

1点と採点した場合に理由を記入する。 

不採択となった事業について提案者に

伝えるため、具体的な理由を委員全員で協

議する。 

 
  

 

補助対象外 防犯灯等の LED化 防災器具の整備を削除   

傾斜配分 なし    

採 択 ラ イ ン 

（下限点数）の設定 
１３点（２５点満点）    

採択事業の決定 

ボーダーライン上の事業及びその下位の順位で採択ライン

に達している事業について、事業内容等を勘案し全体協議を経

て、補助金額等を調整し採択することができる。 

   

追加募集 
残額が配分額の５％を目安とし、追加募集を行う。ただし、

追加募集は、１回とする。 

 他の審議を充実させるため、追加募集は

1回とした。 
  

 そ の 他 ５万円以上の経費は、２社からの見積書を添付する。    
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三和区の住民が自主的、主体的に取り組む事業のうち、優先的に採択する事業 

 

①「地域活性化事業」  

地域団体と住民が協働し、または住民が主体となって取り組む地域づくり事業（例 

祭り、講演会、フォーラムの開催など） 

②「安全・安心サポート事業」  

子どもから高齢者が、安全・安心で快適な暮らしをしてもらう事業。例 防犯・防

災対策、子ども高齢者見守りなど） 

③「地域農業振興事業」  

農業の担い手育成や、農業資源を活用し新たな価値を創出する事業。（例 農作業体

験、担い手研修など） 

④「歴史的資産の保全・保存事業」  

後世に残すべき自然・環境・文化財などを保存する事業（例 環境保全のための植

林、文化財の整備など） 

⑤「健全育成または健康推進事業」  

子どもから高齢者まで広範囲にわたり健康を推進する事業や人材の育成事業（例 

スポーツ体験・交流イベント、高齢者介護ボランティア体験など） 

⑥「人材養成・確保事業」  

地域自治を担う人材を養成・確保する事業（例 観光ボランティアの育成など） 
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地域の課題について 
資料№7 

項  目 地域の課題 

交通網について 

・交通が不便であることは、中学生との意見交換会の際にも、

「困っている事」として出された。 

・・公共交通システムについて、ネットワークを広げてより多く

の意見を聞き、ドア・ツー・ドア等できめ細かい運行、利用

しやすいものにする必要がある。 

（フリートーク、意見交換、勉強会を開催） 

三和区における防災の在り

方について 

〇三和区全体の防災対策 

・自主防災組織の中で避難経路ができていない地区の対応 

・現状にあった避難所の在り方の検討 

〇火災時の対応策 

・消火栓の在り方（町内が管理しているのに消防団以外使用

できない。弾力性のある取り扱いの検討） 

・現状の決まりがあっても実際は使用することになる可能性

が高い。 

・地域住民の不安解消 

サロン事業について 

〇高齢者の集いの場、免許返納後の元気な高齢者の活動の場の

確保 

・誰もが気がねなく参加でき、生きがいの持てる場所として

のサロンの開催（現在の「ひなた」とは別事業） 

・開催のためのリーダーの育成 

地域活性化のための人材育

成について 

〇地域の付き合いが希薄化し、地域のまとまりがなくなってき

ている。 

・若者が地域行事に関心がないため、地域に入りやすい工夫

が必要 

・地域をまとめる団体（既存の組織）がないため、団体の掘

り出しを行うことが必要 

・区民が求めていること、人をまとめる人材を育成する。 

・町内会役員も含め、5 年後、10 年後を見据えてできるうち

に三和区全体で考える。 

情報収集、地域の PRについ

て 

・〇地域協議会としての取り組み 

・地域協議会としても地域へ足を運び、情報を得る活動を行

う。 

・地域協議会の PR、地域へのアドバイスを行う。 

・地域活動支援事業の取り組みについても、大きい団体に偏

る傾向がある。人材を育成するためにも積極的に地域に出

てアピールすることが必要 

〇情報の発信 

・ホームページの立ち上げ等のメディアを利用し、各種団体

の活動報告等で三和をアピールする。（諏訪地区、保倉地区） 
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地域協議会報告会計画書（案） 

 

（１）日  時 

  令和2年 2月27日（木） 

  三和コミュニティプラザ 3階 多目的ホール 

 

（２）内  容 

①地域協議会活動報告（30分） 

   報告者          

   ・地域協議会の概要 

・活動状況 

 

  ②地域活動支援事業事例発表（40分） 

    小・中学生が「三和を愛する心」を育むための事業 

 三和婚活支援事業 

 さんわ祭り周年記念事業 

 三和で取れた米と野菜で食育活動事業 

 三和の子どもたちの健やかな成長を支援する事業 

 

  ③令和2年度地域活動支援事業説明（5分） 

   説明者 事務局  

   ・採択方針について 

 

  ④委員公募について（10分） 

   説明者 事務局  

   ・公募の説明 

 

 

（３）周知 

  ・2/1 「広報上越」にて全協議会掲載 

・2/1  町内会長文書で回覧 

  ・2/15 「地域協議会だより」にて周知 

   

 

（４）その他 

 

資料№8 



1 

１ 路線バスの状況と再編の方向性 

№ 路線 区分 
1 便当たり

利用者数 
評価区分 再編の方向性（案） 

H30決算(千円) 平均乗車

密度 

利用 

者数 

（H30) 収入 支出 収支率 市補助額 

1 真砂・岡田線 幹線（高田駅前案内所～錦まで） 2.7 運行の効率化 ・利便性を考慮し三和体育館までとする。 
1,464 8,077 18.1% 3,658 1.3 5,996 

2 真砂・岡田線 支線（錦～北坪山上） 0.4 運行形態の転換等 ・三和体育館から北坪山上まで廃止とする。 

3 水科・今保線 幹線（高田駅前案内所～番町まで） 3.5 運行の効率化 
・幹線の高田駅前案内所から番町までの間と高田・浦川原線の

運行路線が同一であることから効率化を図り廃止とする。 
1,631 7,233 22.6% 4,233 2.0 7,547 

4 水科・今保線 支線（番町～今保まで） 0.4 運行形態の転換等 

5 高田・浦川原線 
幹線（高田駅前案内所～浦川原バス

ターミナルまで） 
9.4 現状維持 

・水科・今保線廃止に伴い、三和コミュニティプラザを経由し

運行する。 
5,298 22,361 23.7% 17,062 1.3 32,044 

 

                    ■三和区の公共交通の再編（案）について                   資料№9  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 見直し案 

  三和区内で路線バスの運行が廃止される地域、また、従来からの路線バスの運行がない交通 

 空白地の住民の移動手段を確保するため、三和区振興会が行っている「みんなの足」を拡充し、 

 路線バスと接続させることで地域内交通を確保することを検討している。                                      

  

（1）地域内交通（廃止する支線）として「みんなの足」へ転換 

  ・廃止する支線を補うため、「みんなの足」を路線バスに接続し区内の移動手段とする。 

 （2）高田・浦川原線のダイヤ 

   ・水科・今保線の利用者が多い始発便（三和コミュニティプラザ発高田方面行）と土日のみ 

運行している昼便１往復を平日も運行する。 

 （3）高田・浦川原線のバス料金 

   ・三和コミュニティプラザ 高田駅 480円 

（4）「みんなの足の運行協議」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

幹 線 支 線

1便当たり利用者数

１人以上

存続

1便当たり利用者数

５人以上

Ⅱ 運行形態の転換等 Ⅰ 路線廃止・互助への転換Ⅳ 現状維持

1便当たり利用者数

５人以上

Ⅳ 現状維持 Ⅲ 運行の効率化

乗合タクシー導入

・コスト削減

・受託事業者有

・通学対応可

市営バス導入

・コスト削減

・受託事業者有

・通学対応可

乗合タクシー

導入
市営バス導入

現行の運行形態

で分割、統合等

互助への

転換

通学利用あり

バスに代わる通学

手段が確保可能
（スクールバス、保護者

送迎等）

通学に必要な区

間、日等で運行

現行の運行形態

で利便性を向上
現行の運行形態

で利便性を向上

重複解消等による

効率化

廃止

※運行形態の転換による効率

化が図られないため、近い将

来Ⅰの判定となる可能性大

存続

○ × ○ ×

○ ×

○ ×

○ ×

○

×

※利便性向上の観点から、乗

合タクシーへの転換等も想定

路線の全線廃止

互助の受け
皿団体あり

路線廃止、

自助

○ ×

評 価

再編案

路線の一部廃止

項 目 事   項 

運行形態 ・交通空白地有償運送 ・ドア・ツー・ドア  

・運行主体は三和区振興会で市が補助金を交付する 

利用方法 ・区内、区外の利用者は「みんなの足」の会員登録をする。 

・利用者は、利用前日の午後５時までに振興会へ予約をする。 

・土・日曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）は運休とする。 

・医療機関への送迎は、地区別、医療機関別に指定する。 

・朝の２便は通学・通勤者を優先するが、特別な理由があれば乗車可能とする。 

運行ルート・ダ

イヤ 

・「みんなの足」の拠点は三和コミュニティプラザとする。 

・「みんなの足」は高田・浦川原線に接続する。 

・「みんなの足」は路線バスに接続できるよう 16便運行する。 

運行料金 ・三 和 区 振 興 会 会 員：一般 100円 高校生 50円  中学生以下無料 

・三和区振興会会員以外：一般 200円 高校生 100円 中学生以下無料 

実施期間 令和 2年 10月までに実施を検討中 

 

〇 × 
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三
和
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西部工業団地

真砂・岡田線、高田・浦川原線、水科・今保線

・赤字は区内廃止停留所

・三和コミュニティプラザを三和区の拠点とする。

・高田・浦川原線上りは新潟クボタ上越支社前から、

下りは野村十文字から三和コミュニティプラザを経由

して運行する。

・真砂・岡田線の終点は、三和体育館までとする。
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【高田方面】

コミプラ出発 コミプラ着 乗継 コミプラ出発 高田駅前着

①　6：20 7：05着 7：08発 7：39着

②　6：55 7：30着 7：36発 8：07着

③　7：35 8：15着

④　8：25 9：10着 9:13発 9：37着

⑤　9：20 9：50着 10：23発 10：47着

⑥　9：50 10：20着

⑦　10:30 11：00着

⑧　11:20 12：00着

⑨　13：10 13：50着 13：58発 14：22着

⑩　14：00 14：50着

⑪　14：50 15：40着

⑫　15：30 16：10着

⑬　16：10 16：45着 16：50発 17：14着

⑭　16：55 17：35着

⑮　17：35 18：05着 18：08発 18：32着

⑯　18:25 19：05着

■「みんなの足」と路線バス接続のイメージ

①路線バスへの乗り継ぎとして、三和コミュニティプラザを経由する高田・浦川原線に接続する
が、路線バスの運行時間は現在検討中のため現行の時刻でイメージしている。
②「みんなの足」と路線バスの現在の状況であり、今後乗り継ぎができるよう調整していく。
③「みんなの足」は前日までに予約が必要なため、予約がない場合は運行しない。

「みんなの足」 　路線バス

別紙２



■路線バスと「みんなの足」利用イメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三和コミュ

ニティ 

プラザ 

 

路線バス 

中江十文字停留所 

青野十文字停留所 

★交通空白地域有償運送（みんなの足） 

①利用方法 

・三和区振興会へ予約が必要です‼ 

・利用希望日の前日午後 5時までに、往復の利用希望便名をお伝えください。 

  ・希望された便が満員の場合は、他の便への変更をお願いすることもあります。 

（地区別、医療機関別利用日設定あり） 

 ②運行 

・三和区内 16便運行 

・乗り合いになります‼ 

  ・用事が早く終わっても予約された便まで迎えには行けません。 

  ・用事が予定より遅れ、予約便に間に合わない時は、次便の運行があるときのみ利用できます。

（三和区振興会へ連絡必要）  

 ③料金 

  ・一般 100円/片道  高校生 50円/片道  中学生以下無料 

   （三和区振興会会員以外 一般 200円/片道  高校生 100円/片道  中学生以下無料） 

 

路線バス 

区内 

別紙 3 

A宅 

「明日、3便で高田駅へ行

き、帰りは 7便でお願い

します」と予約をする。 

 

三和区振興会へ電話予約  

（529-2345） 

B宅 

C宅 

 

区内

病院 

高田駅 

中央病院 

労災病院 

路線バス 

中央病院・ 

労災病院方面 

高田・浦川原

方面 

乗合い 

乗合い 

乗合い A さんは路線

バスを利用 

Bさんは路線

バスを利用 

乗合い 

乗合い 

前日の午後５時までに予約のあった方を送迎します。 

乗合になります。 
 

区外 



■路線バスと「みんなの足」利用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

★例 1 

 

 

 

★例 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線バス＠480 

 

みんなの足 

＠100(@50) 

 

みんなの足 

＠100(@50) 

 

＠50） 

みんなの足 

＠100(@50) 

 

路線バス＠370 

路線バス＠260 路線バス＠480 

 

みんなの足 

＠100(@50) 

自宅 

区内医療機関 

コミプラ

バス停 

中央病院 

840円

(@790) 

 

) 

 

 

区内医療機関（現行同様） 

中江十文字 

バス停 

行先：県立中央病

院 

自宅 

行先：高田駅 

自宅 

中央病院 

470円 

(@420) 

 

自宅 
コミプラ

バス停 

高田駅 

580円 

(@530) 

 

高田駅 



                                   
公共交通の再編（案）及び総合事務所時間外受付 

の見直し（令和２年度）説明会の開催について 
 

 市では、次期総合公共交通計画を策定しています。その中で三和区内バス路線の

一部廃止予定を受け、バス利用者の利便性を確保するための方策を現在検討してい

るところです。 

 また、令和２年度から総合事務所の時間外受付を見直し、木田庁舎、浦川原区、

柿崎区及び板倉区の４か所での時間外受付を予定しています。 

つきましては、区内のバス利用と地域内交通の方向性、総合事務所時間外受付の

見直し概要及び防災行政無線の放送の取扱いについて、次のとおり説明会を開催し

ますので、皆さまからのご意見をいただきたく、ぜひご参加をお願いいたします。

 

■日程及び対象町内会 

地

区 
開 催 日 午前１０時～１１時３０分 午後２時～３時３０分 

上

杉 

１月２１日㊋ 
大東会館 

（大東、今保、大西） 

井ノ口会館 

（井ノ口、三村新田、浮島） 

１月２２日㊌ 
島倉会館 

（島倉、下田島、北代、下新保） 

岡田集落センター 

（岡田、所山田、山高津、払沢、桑曽根） 

美

守 

１月２３日㊍ 
岡木会館 

（岡木、錦、柳林、上広田） 

下広田会館 

（下広田、米子、広井、本郷、沖柳） 

１月２８日㊋ 
神田会館 

（神田、越柳、塔ノ輪） 

末野地区会館 

（末野新田、山腰新田、末野） 

里

公 

１月２９日㊌ 
鴨井会館 

（鴨井、水吉、上田、下田） 

野会館 

（野、下中、稲原、日和町） 

１月３０日㊍ 
川浦会館 

（川浦、番町、神明町） 

窪会館 

（窪、中野、法花寺、水科） 

 

※区内全域を対象に全体会を開催しますのでご参加ください。 

                   全体会 ２月 １日㊏ 
午後２時～３時３０分 

三和コミュニティプラザ 

回 覧 

■問合せ先 

三和区総合事務所 総務・地域振興グループ 

 電話 ５３２－２３２３ 



公の施設の再配置計画（個別施設計画） 

策定に係る取組状況について 

 

１ 公の施設の再配置計画（個別施設計画）の概要 

(1)  計画期間 

令和 3年度～令和 12年度（10年間）とし中間年に当たる令和 7年度に見直しを行う。 

 

(2) 取組方針 

  以下の４つの取組方針に基づき公の施設の再配置を検討する。 

取 組 方 針 具体的な取組 

① 人口や財政状況を踏まえ施設の配置を検討 廃止（休止） 

用途の変更 

機能の集約 
② 地域の実情を踏まえ施設の配置を検討 

③ 利用状況を踏まえ適切な管理者によるサービス提供を検討 
民間譲渡 

貸付又は譲渡 

④ 長期にわたり利用促進を図るため計画的な修繕等について検討 施設の長寿命化 

 

２ 関係者との協議について 

 (1) 目 的 

   区内の各施設の配置状況や利用状況、維持管理費等を踏まえ、将来を見据えた施設の適正配 

置について意見交換し、令和２年度末（令和 3年 3月）に策定する再配置計画に反映する。 

 

 (2) 関係者との協議の進め方 

   ・ 各施設の配置状況や老朽化度、利用者状況、維持管理費などに基づき『将来の在るべき姿』 

を協議 

   ・ 施設カテゴリー毎に、区内や周辺の配置状況を参考に再配置候補施設を選定 

・ 再配置の実施に向けた課題や対応策等の意見聴取 

  

・ 意見を踏まえ、再配置候補施設リストを作成 

 

 (3) 計画策定までのスケジュール 

時 期 内 容 

H31.3～ 
〇全 28 区の地域協議会に第 6 次上越市行政改革推進計画の策定に伴い公

共施設の見直しを含む行政改革の取組の概要を説明 

R1.10～11 
〇全 28区の地域協議会に今後の「公の施設の再配置計画」の取組について

説明 

R1.12～R2.3 

○地域協議会に公の施設の再配置の取組状況を報告 

○関係者との協議（利用者、地元町内会、その他影響が想定される団体等） 

※再配置に伴う課題に対する対応策をあわせて協議し再配置計画に反映 

R2.4～12 

○地域協議会に関係者との協議に基づき作成した再配置候補施設リストを

示す 

※再配置に伴う課題に対する対応策をあわせて協議し再配置計画に反映 

○パブリックコメントの実施（計画案の公表） 

R3.3頃 ○公の施設の再配置計画（個別施設計画）策定・公表 

<参考>  

 

R3.4～R12.3 

公の施設の再配置の実施 

○関係者と正式協議（方針決定） 

○地域協議会に諮問 ➡ 答申 

○市議会で議決 ➡ 施設の再配置（廃止、譲渡等） 
 

資料№10 



 

公の施設の再配置の取組状況と現状と課題について 
 
１ これまでの取組状況 

市町村合併後、公の施設の廃止や譲渡を進め、 

平成 23年 10月時点で 991施設あった公の施 

設は、平成 31年 4月 1日現在、742施設とな 

っています。 

 

２ 現状と課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 公の施設の再配置の必要性 

  将来予測される人口減少や収支不足の市の財政状況等を踏まえ、今後、施設の老朽化がますます

進行し、大規模修繕や更新が見込まれる中、多くの施設を現状のまま維持していくことは困難な状

況です。 

  このような状況の下、今を生きる私たちは、地域の皆さんと共に、子どもや孫など次代を担う世代

が今後も安心して暮らすことができる将来を見据え、教育や福祉を始めとした市民生活を支える基

礎的なサービスを安定的に提供していくためにも、施設の廃止や機能の集約を行う必要があります。 

  また、継続すべき施設については、末永く利用していただくため、適切に維持・管理し、長寿命化

を図ることとしています。 

 

２ 基本事項 

  ・計画期間：令和 3年度～令和 12年度の 10年間とし、令和 7年度に見直しを行います。 

 

 

 

３ 今後の取組の方針 

取組方針 具体的な取組 

①人口や財政状況を踏まえ施設の配置を検討 廃止（休止） 

用途の変更 

機能の集約 ②地域の実情を踏まえ施設の配置を検討 

③利用状況を踏まえ適切な管理者によるサービス提供を検討 
民間譲渡 

貸付又は譲渡 

④長期にわたり利用促進を図るため計画的な修繕等について検討 施設の長寿命化 

 

４ 今後の取組のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公の施設の再配置計画（個別施設計画）について 

現 状 
 

○人口推計 

合併当時 21万人であった人口は、減少傾向が続いており、

令和 27年には、推計で約 14万人となる見込み。 

（H31.4.1 現在の人口：192,068 人） 
 

○財源不足 

市の財政は、歳出が歳入を上回るため、財源不足を基金の

取崩しで補う状況が続く見込み。（R2～R4 年度で 49.6 億円の

取崩しを予定しており、また、R5 以降においても収支均衡を図る

目途がたっていない。） 
 

○公の施設の状況 

・ 多くの施設の老朽化に伴う、維持管理経費と更新費用増

加の見込み。 

（今後 40 年間の維持・更新費用試算額：約 4,325 億円） 

・ 合併前の各市町村で進めた施設整備により多くの類似施

設を保有している。（温浴施設、体育館など） 

課 題 
 

○人口減少 
 

○施設機能の重複する配置 
 

○施設更新、維持管理に係る

財政負担の抑制 
 

○施設機能の適正な維持 

 ＊老朽化する施設に対する計画

的な修繕の実施、機能を維持

するための複合化（機能集約） 

742

991
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① 市内の全施設を機 
能ごとに分類化 

 
② 機能の必要性を施 

設分類ごとに整理 
 
③ 施設分類ごとに取 

組方向を整理 
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<Ⅳ類> 
民間と競合 

<Ⅲ類> 
利用者が限定 

<Ⅰ類> 
公共性が高い <Ⅰ類> 

公共性が高い 

現在の施設配置 

温浴 集会 温浴 
交流 
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集会 
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再
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計
画
の
策
定 

① 一定の再編基準や配
置バランスの目安を
もとに再配置候補施
設リストを作成 

 
② 候補施設リストをた

たき台とし、地域・
関係者に説明、協議
しながら再配置計画
を作成 

A地区 B地区 

C地区 

廃止 

民間譲渡 廃止 
機能集約 

統合 

貸付 
廃止 

用途変更 

将来の施設配置 

機能集約 

機能集約 

譲渡 

▲249 

将来的な施設の配置について 
 今後、人口減少等による利用状況の変化などに対応するため、これまで地域自治区ごとに配

置している施設を、複数の地域自治区で供用すること、また、複数の異なる機能の施設を集約

することで維持管理費用の縮減を図ることが必要と考えています。 

 

<Ⅲ類> 
利用者が限定 

現在の施設配置 

施設数 

白抜きは存続 

今後の「公の施設の再配置計画」の取組について 

 

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

見直し

前期（令和3年度から令和7年度） 後期（令和8年度から令和12年度）前期（令和3年度から令和7年度） 後期（令和8年度から令和12年度）


